
ITシステムは、現在までにデマンド（要求）ドリブンからイベント（行動）ドリブンへとシフトしてきた。IoT時代
のドリブンモデルとして、エモーション（感情）をトリガとしたエモーションドリブンの可能性が議論されている。
エモーションWGでは、「感情とIoTの融合」という切り口で、エモーションドリブンモデルのサービスユースケースの
研究、エモーションキャッチセンサとデータの組み合わせの研究を実施する。

[活動スタイル] 共創にて、皆で検討・創造していく。
■エモーションキャッチセンサを使用したエモーションドリブンモデルのサービスユースケースの検討
■ Built To Think（プロトタイプ思考）の考え方に基づき、検討したエモーションドリブンサービスモデルを

オープンソースや既存のサービスと連携し、動作させることでサービスの有用性を検証
■複数のエモーションキャッチセンサを組み合わせたエモーションセンサフュージョンシステムの検証
■エモーションキャッチセンサの継続的調査
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シート型センサ 解析基板 RAPIRO
エモーションカメラ HVC-P2

表情・目線

バイタル

脳波

言葉・声色

クラウド

Deep Learning
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[Sensing]
エモーションセンサーにて、
感情判断要素を検出。

[Analyzing & Supplying]
DeepLearningにて、
感情を読み解き、
それに即したサービスを
提供。

不確かな[感情]を判断する為、
センサーフュージョンで精度を上げる

ただサービス提供するだけでなく、感情を誘導することで、
提供サービスの質・満足度、及び、感情検出の精度を上げる

Point Point

■本WGで想定するエモーションドリブンの世界では、以下のように感情をトリガにサービスを提供する
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Cafe通知

ifLink Cloud いらっしゃい

穏やかだね

グラフデータ表示

IF
(トリガ)

Then
(イベント)

・離着席&心拍データを監視し、グラフデータをモニタ表示
・大きな変化をトリガとし、ifLink経由でRAPIROがSpeak&Action

ifLink™ powered by SmartEDA

[対象data]
・離着席
・心拍数

Smart Device

・エモーションカメラHVC-P2にて、表情データを収集し、モニタ表示
・表情データの分析結果を元に、RAPIROがSpeak&Action

RAPIRO

落ち着いて

良い事あった?

[対象data]
・表情種別
・年齢
・ネガティブ
/ポジティブ指数

顔撮影

[対象data]
顔画像

Analyzing

Windows
PC

ET2017では、この世界のコンセプトを、以下２つのデモで表現します。


